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主主主主催：催：催：催：六甲山を活用する会六甲山を活用する会六甲山を活用する会六甲山を活用する会    

協力：協力：協力：協力：兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館    

後援：後援：後援：後援：神戸県民センター、神戸県民センター、神戸県民センター、神戸県民センター、灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会灘区役所、神戸市教育委員会    

【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同【助成金をいただいている機関】順不同    

大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、    
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ＧＧＧ国立・国定公園支援事業ＧＧＧ国立・国定公園支援事業ＧＧＧ国立・国定公園支援事業ＧＧＧ国立・国定公園支援事業    

 

台風前日、雨中の散策に２４名が参加台風前日、雨中の散策に２４名が参加台風前日、雨中の散策に２４名が参加台風前日、雨中の散策に２４名が参加    

台風２１号が接近中の雨天で１４℃、静岡大学山岳会一行
１１名など２４名が、雨具を着けて午前中の自然散策をしま
した。まちっ子の森や、森と歴史の散歩道を探勝して、当会
の環境活動を知っていただきました。午後のセミナーは最終
回ということで久し振りに参加される方も多く、４２名もの
盛況で、ざっくばらんな雰囲気で賑わいました。 

阪神大震災から地域に目を向けて２０年阪神大震災から地域に目を向けて２０年阪神大震災から地域に目を向けて２０年阪神大震災から地域に目を向けて２０年    

講師は阪神大震災後から六甲山に関心を向 
けて活動を続けています。２０年近く保管し 
ていた冊子を数点、参加者に寄贈しました。 
震災３年後にコープこうべが発行した『いま 
ここにある明日』で、「こうべ」らしさって 
なんだろうと題し、ハイカラ生活の追求から 
オリジナルな生活の創造を提起しました。 
１９９９年から３回開催した六甲山上での 

プチ･シンポジウムの報告書は、市民として 
初めて六甲山に目を向けた試みとして注目を 
集めました。これらが地域を知ろうとする原点になり、「市民
セミナー」の運営や報告書の継続・発信につながっています。 

「市民セミナー」から「郷土誌」の発信へ「市民セミナー」から「郷土誌」の発信へ「市民セミナー」から「郷土誌」の発信へ「市民セミナー」から「郷土誌」の発信へ    

講演は岡さんの司会で進みました。まず「六甲山を活用す 
る会」１５年の概要です。会の趣旨や運営体制、活動地域、
そして「市民セミナー」を軸にして派生した環境整備や環境
学習など、六甲山上での活動は広がっています。 
主題の「六甲山発郷土誌づくり」の冒頭で、地域を知る試

みを始めた出発点を述べました。２０００年前後に神戸地域
ビジョン委員会で県民行動プログラムの策定に関わってお
り、これが２００３年の市民団体の設立につながりました。 
リニューアルした兵庫県立六甲山自然保護センターの活用

に取り組み、六甲山上で半日滞在する方策としたのが「六甲
山魅力再発見市民セミナー」です。 
初年度は関係者を講師にして６ヶ月の予定を立てただけで

スタートしました。毎月第３土曜日、参加費５００円、講師
とテーマは一回限り、当月報告書発行、３年後に『六甲山物
語』を出版すると掲げて、綱渡りに近い状態でした。講師探
しや集客などで苦労しましたが、やがて多彩な講師が出講さ

講師：講師：講師：講師：堂馬堂馬堂馬堂馬    英二英二英二英二さんさんさんさんプロフィールプロフィールプロフィールプロフィール    
1947年生まれ、灘区在住。1970年静岡大
学ヒマラヤ遠征隊に参加。71 年農学部卒
業、民間企業勤務を経て、75 年ヒマラヤ
技術協力会事務局長。76 年から（株）リ
クルート専属教育トレーナー、91年（株）
ワークスタイル研究所を設立。阪神大震災
以降、六甲山の活性化に関わり、2003 年
六甲山を活用する会を設立。 

 

第１３２回テーマ 
六甲山発郷土誌づくり

の歩み 

●六甲山を活用する会の１５年

●六甲山発郷土誌づくり 

●六甲山発郷土誌を普及する 

 

 

 

実施日：平成２９年１０月２１日（土） 

     午前１０時～ １５時００分 

場  所：六甲山自然保護センター、 

記念碑台・散歩道 

 

れ、多岐にわたるテーマを集 
めて、４年目には『六甲山物 
語１』を発刊しました。活動 
が軌道に乗り、『六甲山物語 
２・３・４』や『六甲山辞典・ 
総集編』ＣＤ-Ｒ版も発刊し、 
六甲山情報を集積しました。 
９年目に１００回を迎え、「市民セミナー」の終了を考え 

出した時、「六甲山発郷土誌」という言葉に出会いました。
活動の意義を改めて認識し、さらに６年継続しました。 
１５年目の現在、『六甲山物語５』の発刊を機に、「市民セ

ミナー」を継続するのは負担が大きいので、終了することに
しました。蓄積した六甲山情報やノウハウを広める方向に転
換します。まず、「市民セミナー」全１３２話を再整理し、
４つのジャンルの「六甲山発郷土誌」マップを作成しました。
市民が地域を知るためのフレームができたので、運営ノウハ
ウや活用方法も加え、ネットで発信する準備を始めました。 

六甲山を知る「手がかり」を広めたい六甲山を知る「手がかり」を広めたい六甲山を知る「手がかり」を広めたい六甲山を知る「手がかり」を広めたい    

六甲山を広く深く知ろうとする「市民セミナー」の継続が、
活用可能な産物を生じました。出席者は１３２回という運営
や報告書の発行に感嘆されました。これからの正念場は、多
様な講師の貴重な語りを生かし、多くの市民が地域を知り関
心を高める「手がかり」として活用してもらうことです。ま
た、新たなチャレンジを続けるという予感もしています。 

詳しくは２ページをお読み詳しくは２ページをお読み詳しくは２ページをお読み詳しくは２ページをお読みください。ください。ください。ください。    

 

六甲山を活用する会を立ち上げて１５年、 
市民セミナーを１３２回、報告書を毎回発行 
されていた事、すごい経験をされていたんだ 
と感心させられました。世の中では継続は力 
なりと申しますがそれを実践されていた！ 
参加者の募集、講師の依頼等のノウハウも蓄積されてい

ると思います。私ども静岡大学山岳会関西支部として六甲
山を楽しむ事ができました。会の皆様ありがとうございま
した。又会の隆盛を祈念致します。 

 

参加の感想参加の感想参加の感想参加の感想    山端謙一郎さん山端謙一郎さん山端謙一郎さん山端謙一郎さん    

 

展示ルーム展示ルーム展示ルーム展示ルームに参加者集合に参加者集合に参加者集合に参加者集合    

『六甲山物語』『六甲山物語』『六甲山物語』『六甲山物語』1111～～～～4444 発刊発刊発刊発刊    

震災記念誌震災記念誌震災記念誌震災記念誌    


